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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

　新成人の門出を祝う成人式。今年
は、234人が大人の仲間入りをしま
した。会場に集まった新成人たちは、
旧友たちとの再会に顔も心も晴れや
かに。無垢な笑顔のその先には、ど
んな未来が待っているのでしょうか。
（１月13日撮影）

　

平
成
31
年
水
俣
市
成
人
式
が
１
月
13

日
、市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、２
４
３
人

が
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。式
は
、同
実
行
委
員
会（
松
本
耕
史

郎
実
行
委
員
長
）が
企
画
・
運
営
し
て
行

わ
れ
、晴
れ
着
姿
の
成
人
や
家
族
、関
係

者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。髙
岡
市
長

は
式
辞
で
、「
自
分
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
実
現
す
る
た
め
に
、自
分
に
何
が
必

要
か
考
え
、何
事
に
も
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、実
行
委
員
会
が
制
作
し
た
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映
し
出
さ
れ
る

と
、新
成
人
た
ち
は
う
れ
し
そ
う
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
会
場
周
辺
は
、旧
友
と
の

再
会
を
喜
ぶ
新
成
人
の
姿
で
に
ぎ
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
日
は
、成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門

出
に
対
し
、こ
の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式

を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。生
ま
れ
育
っ
た
水
俣
の
地
で
、

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、嬉
し
く

思
い
ま
す
。こ
の
当
た
り
前
の
よ
う
に
思

え
る
幸
せ
も
、家
族
や
仲
間
、先
生
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
あ
る
こ
と
を
私
た

ち
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。私
は
高
校

時
代
か
ら
ず
っ
と
水
俣
を
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。水
俣
に
帰
っ
て
く
る
た
び
に

声
を
か
け
て
く
れ
る
水
俣
の
人
の
温
か
さ
、

家
族
の
元
気
そ
う
な
顔
を
見
る
と
い
つ
も

安
心
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
大
学
で
、子
ど
も
の
教
育
・
保
育
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。子
ど
も
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に

取
り
組
み
、「
子
ど
も
の
幸
せ
」を
追
求
す

る
人
を
目
指
し
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
は
、水
俣
に
帰
っ
て
き
て
、水

俣
の
子
ど
も
た
ち
、そ
し
て
水
俣
の
た
め

に
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
、自
分
の

人
生
を
左
右
す
る
よ
う
な
分
岐
点
が
多
く

あ
る
は
ず
で
す
。そ
の
時
に
ど
ん
な
選
択

を
す
る
か
だ
け
で
は
な
く
、自
分
が
選
択

し
た
人
生
を
強
く
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

実行委員会の皆さん（松本耕史郎、古里尊、朱宏昌、浦部栞門、柿本桃花、岡本真実、小野大志、草野優萌、桑畑遥乃、縞田千咲、洲上美咲、橋本万由子、
堀歓子、渕上翔太、樋口真弥子、堀真子、松本潤明、丸田紗也、宮﨑怜奈、山田咲和子）と、髙岡市長、小島教育長で記念撮影【順不同・敬称略】

巻頭フォトリポート

平成 31 年 水俣市成人式
◆
新
成
人
の
抱
負

丸田紗也さん

司会者

国歌斉唱

五ツ太鼓彩流による演奏

花束贈呈
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▲本線と水俣ＩＣランプ路の合流部
　（八代河川国道事務所提供、１月15日撮影）

▲国道３号から水俣ＩＣへの入り口部分
　（八代河川国道事務所提供、１月15日撮影）

水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

開
通
記
念
ウ
ォ
ー
ク

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
水
俣

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始

を
記
念
し
て
、
開
通
後
に
は
歩
く

こ
と
が
で
き
な
い
自
動
車
道
を
歩

く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

現
地
で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ

い
。
参
加
者
に
は
記
念
品
（
先
着

千
人
）
を
進
呈
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
み
な
ま
た
２

月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時

２
月
24
日
㈰　

９
時
〜
11
時
30
分

（
10
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
予
定
）

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
９
時
30
分
頃

ス
タ
ー
ト
予
定

■
場
所

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
水
俣
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
ひ
ば
り
ケ
丘
）

■
距
離

水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
小

津
奈
木
ト
ン
ネ
ル
折
り
返
し
、
往

復
５
km

■
駐
車
場

水
俣
市
役
所
周
辺
な
ど
（
予
定
）

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
会

場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
☎
61
・
１ 

６
０
７

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の

「
水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）」
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。

◆
供
用
開
始
日
時

　

３
月
２
日
㈯　

16
時

◆
開
通
区
間

　

津
奈
木
Ｉ
Ｃ
〜
水
俣
Ｉ
Ｃ

　

自
動
車
専
用
道
路（
無
料
区
間
）

　

２
車
線
、
延
長
５
・
６
km

●
開
通
式
典

　

開
通
を
記
念
し
て
、
式
典
を
開

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
み
な

ま
た
２
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
日
時

　

３
月
２
日
㈯　

11
時
〜

●
期
待
さ
れ
る
こ
と

◆
所
要
時
間
短
縮

　

水
俣
市
役
所
〜
熊
本
市
役
所
間
で

約
７
分
の
所
要
時
間
短
縮
が
見
込
ま

れ
ま
す
。（
図
１
）

◆
観
光
振
興
・
産
業
振
興

　

交
通
の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
で
、

観
光
客
の
増
加
や
、
物
流
の
効
率
化

に
よ
る
産
業
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。（
図
２
、３
）

◆
問
い
合
わ
せ　

八
代
河
川
国
道

事
務
所
☎
０
９
６
５
・
32
・
４
１ 

３
５

0

50

100

150

所
要
時
間
（
分
）

平成27年 現在 水俣 IC
開通後

115

94 87

平成28年２月
津奈木IC開通

約７分
短縮

0

25

50
観
光
ツ
ア
ー
開
催
数
（
回
）

平成27年 現在 水俣 IC
開通後

26
32

平成28年２月
津奈木IC開通

増加に
期待！

0

50

100
み
な
ま
た
茶
の
出
荷
量
（
ｔ
）

平成
26年

43 45

71

平成28年２月
津奈木IC開通

年々
増加

69

平成
27年

平成
28年

平成
29年

デ
ー
タ
で
見
る

水
俣
Ｉ
Ｃ
供
用
の
効
果

▲（図１）所要時間の変化
　（水俣市役所〜熊本市役所）

▲（図２）観光ツアー開催数の変化
　（水俣芦北地域へのツアー）

▲（図３）みなまた茶出荷量の変化
　（ＪＡあしきたのデータによる）

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
計

画
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
30
年
余
り

の
時
間
を
経
て
、
悲
願
の
高
速
道

路
が
開
通
し
ま
す
。

　

水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供

用
開
始
に
よ
っ
て
、
熊
本
市
や
福

岡
県
、
ひ
い
て
は
本
州
と
水
俣
が

高
速
道
路
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な

り
、
市
の
経
済
圏
拡
大
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

商
圏
の
拡
大
を
見
据
え
た
地
域

企
業
の
地
盤
強
化
、
流
入
人
口
拡

大
に
伴
う
充
実
し
た
観
光
政
策
の

展
開
を
、
強
く
進
め
て
い
く
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
は
、
本
市
の
市
制
施

行
70
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
を
契
機
と
し

て
、
水
俣
を
さ
ら
に
活
力
あ
る
場

所
に
し
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
供
用
開
始
に
寄
せ
て

髙
岡
市
長
コ
メ
ン
ト

南九州西回り自動車道「水俣Ｉ
インターチェンジ

Ｃ」３月２日㈯ 供用開始します16時

（
特
集
お
わ
り
）
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女子ハンドボール世界選手権大会

女子ハンドボール世界選手権大会

見たら絶対好きになる！

熊本県市町村広報担当者による合同特集

　今年 11 月 30 日～ 12 月 15 日に県内５会場で開催される「2019 女子ハンドボール世界選
手権大会」。国内で開催される女子ハンドボールの世界選手権で、全試合が１つの県で行われ
るのは初めてのことです。
　見たら絶対好きになる。ルールや見どころが分かるともっと好きになる。ハンドボールの魅
力や大会情報をチェックして、一緒に大会を盛り上げましょう。

「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
好
き
に
な

る
」
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル

や
見
ど
こ
ろ
を
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
経
験
者
の
森
田
さ
ん
と
く
ま

モ
ン
が
教
え
ま
す
！

　今年はラグビーの国際大会も熊本
で開催。熊本を含めた日本の 12 都
市が開催都市に選ばれています。
　｢４年に一度じゃない。一生に一
度だ｣。一緒に応援してラグビーも
盛り上げましょう。

熊本県民総合運動公園陸上競技場で
開催予定の試合
● 10 月６日（日）午後４時 45 分～
　フランス vs トンガ
● 10 月 13 日（日）午後５時 15 分～
　ウェールズ vs ウルグアイ

①
コ
ー
ト
に
入
れ
る
の
は
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
含
む
７
人
。
本
大
会
の

ベ
ン
チ
入
り
可
能
人
数
は
16
人
。

③
ボ
ー
ル
の
大
き
さ
は
レ
タ
ス
程

度
。
片
手
で
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら
「
３
歩
、

３
秒
以
内
」
に
投
げ
な
い
と
反
則

に
な
り
ま
す
。

④
肉
体
が
ぶ
つ
か
り
合
う
激
し
い

ス
ポ
ー
ツ
。
正
面
か
ら
の
接
触
プ

レ
ー
は
ノ
ー
フ
ァ
ー
ル
。

　大会公式 PR キャラクターのくまモンをデザインした
ハンドボールが県庁をスタートし、国内、さらには海外
のハンドボールフレンドなどを次々に結ぶ様子を紹介し
ています。毎月７のつく日に更新。ぜひご覧ください。

●申込期間　２月３日（日）～６月 20 日（木）
●ホームページ　https://japanhandball2019.com/

ボランティアスタッフ二次募集を４月から開始予定です。
●問い合わせ　2019 女子ハンドボール世界選手権大会
　　　　　　　組織委員会事務局　☎ 096（333）2558

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

熊本国際スポーツ
大会推進事務局

森
も り た

田 勇
いさむ

さん

Interview

見たら絶対好きになる！

選
手
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
見
ど
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

勝
：
攻
守
の
切
り
替
え
が
と
て
も

速
い
の
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。
守

備
の
場
面
で
は
、
相
手
の
ポ
ス
ト

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
競
り
合
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
見
ど
こ
ろ
で
す
ね
。
機

動
力
が
あ
り
、
い
つ
で
も
動
い
て

い
る
バ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
注
目

し
て
、
そ
の
後
の
展
開
を
予
想
し

な
が
ら
見
る
と
面
白
い
で
す
よ
。

体
の
大
き
な
外
国
の
選
手
と

ど
う
戦
っ
て
い
き
ま
す
か
？

永
：
日
本
は
細
か
い
動
き
と
機
動

力
で
外
国
人
選
手
に
立
ち
向
か
い

ま
す
。ス
ピ
ー
ド
で
守
備
を
崩
し
、

い
か
に
隙
を
突
い
て
得
点
に
結
び

つ
け
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

世
界
選
手
権
に
向
け
て
の

意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

永
：「
優
勝
」
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
が

ベ
ス
ト
16
な
の
で
、
ま
ず
は
ベ
ス

ト
４
が
目
標
で
す
。
地
元
の
声
援

を
力
に
変
え
て
、
全
力
で
目
標
に

向
か
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

勝
：
東
京
五
輪
に
つ
な
が
る
大
事

な
大
会
な
の
で
、
よ
り
多
く
の
熊

本
の
皆
さ
ん
に
い
い
プ
レ
ー
を
見

せ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

こ
れ
か
ら
始
め
る
人
に
一
言

永
：
と
に
か
く
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
！

勝
：
走
る
、
投
げ
る
、
跳
ぶ
と
い
っ

た
全
て
の
動
作
が
詰
ま
っ
て
い
る

競
技
で
す
。
プ
レ
ー
を
見
た
子
ど

も
た
ち
に
真
似
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

チ
ー
ム
の
中
心
で
あ
る
二
人
。

終
始
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
本
選
手
の
皆
さ
ん
の
活

躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
！

永
な が た

田 しおり選手 勝
かつれん

連 智
ち え

恵選手
福岡県出身。平成 18 年に
オムロン加入。加入年の
目標が「４冠」だったこ
とから愛称はカン。平成
23年、日本代表入り。攻撃・
守備を切り開く影の立役
者「ポスト」。

沖縄県出身。平成 20 年に
オムロン加入。加入年が
北京五輪であったことか
ら愛称はオリ。平成 24 年、
日本代表入り。ダイナミッ
クなシュートが魅力の「左
サイド」。

▲試合でシュートを打つ勝連選手

動画は
こちら↑

日本代表チームの要である永田選手（以下、永）と勝連選手（以下、勝）に突撃インタビュー！
二人はオムロン（山鹿市）から代表入り。見どころや世界選手権に向けた意気込みを聞きました。

大会運営・語学ボランティアスタッフ二次募集

チケットをオフィシャルサイトで先行販売中！

H
ハ ン ド

and i
イン

n H
ハ ン ド

and

ラグビーワールドカップ 2019 を
熊本で２試合開催！

く
ま
モ
ン

昨年 12 月４日に山鹿市で開催された女子ハンドボールアジア選手権「日本 VS イラン」戦
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まちのわだい

まちのわだい

大きな大根ができました！
中学生が大根を給食センターへ贈呈

　

水
俣
第
一
中
学
校
と
緑
東
中
学
校

の
生
徒
が
、
職
場
体
験
で
植
え
た
大

根
を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
根
は
、
中
学
生
の
職
場
体

験
の
一
環
と
し
て
、
宝
川
内
の
池
田

郁
雄
さ
ん
の
畑
で
生
徒
が
種
を
ま
き
、

池
田
さ
ん
が
育
て
た
も
の
で
す
。
田

端
春
樹
さ
ん（
緑
東
中・２
年
）は
、「
自

分
た
ち
が
作
っ
た
大
根
が
給
食
に
使

わ
れ
て
嬉
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
大
根
は
、
12
月
13
日

の
給
食
の
豚
汁
の
具
材
と
し
て
使
わ

れ
、
市
内
の
小
中
学
校
に
提
供
さ
れ

ま
し
た
。

▲小島教育長へ大根を贈呈した中学生ら

災害時自分に何ができる？
「防災・減災ではじめるまちづくり講座」

　

熊
本
県
立
大
学
の
地
域
連
携
・
研

究
推
進
セ
ン
タ
ー
が
水
俣
環
境
ア
カ

デ
ミ
ア
で
、防
災
・
減
災
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
参
加
型
の
講
座
を
開
き
、

市
民
ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、災
害
時
の
課
題
に
対

し
、対
処
方
法
を
考
え
、話
し
合
う
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
体
験
。後
半

で
は
、「
水
俣
に
震
度
７
の
地
震
が
く

る
と
わ
か
っ
て
い
た
ら
」と
い
う
設
定

で
、ど
の
よ
う
な
対
応
・
準
備
を
す
れ

ば
良
い
か
を
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
は

講
座
を
通
し
、リ
ス
ク
管
理
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

▲災害時に発生しうる課題の対処方法を話し合う参加者

12/８

美しい歌声と音色で観衆を魅了
「秋川雅史with東京室内管弦楽団」

　

市
教
育
委
員
会
が
市
文
化
会
館
で
、

テ
ノ
ー
ル
歌
手
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
秋
川
雅
史
さ
ん
と
東
京
室
内
管
弦

楽
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま

し
た
。こ
れ
は
、市
民
へ
優
れ
た
芸
術

を
低
料
金
で
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供

す
る
市
の
自
主
文
化
事
業
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、秋
川
さ
ん
の
ヒ

ッ
ト
曲
で
あ
る『
千
の
風
に
な
っ
て
』

を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

曲
を
東
京
室
内
管
弦
楽
団
の
演
奏
と

と
も
に
披
露
。美
し
い
歌
声
と
演
奏

で
、訪
れ
た
約
７
０
０
人
の
市
民
ら

を
魅
了
し
ま
し
た
。

12/８

▲アンコールを含め 16曲を披露

男女ともに活躍する社会に向けて
菊地幸夫講演会

　

市
が
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
、テ

レ
ビ
番
組
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
る
弁
護
士
・
菊
地

幸
夫
さ
ん
の
講
演
会
を
開
き
、市
民

ら
約
40
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
へ

の
理
解
を
図
る「
水
俣
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
ウ
イ
ー
ク
」の
一
環
で
開
か
れ
た

も
の
。菊
地
さ
ん
は
、弁
護
士
と
し
て

取
り
扱
っ
た
離
婚
問
題
な
ど
の
男
女

ト
ラ
ブ
ル
を
例
に
挙
げ
、お
互
い
の
人

格
・
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
話
し
た
他
、女
性
が
も
っ
と
社
会

へ
進
出
す
る
た
め
の
環
境
整
備
の
重

要
性
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

▲講演をする菊地幸夫弁護士

12/16

水俣市教育委員会の教育委員に
平尾雅述さんが就任

　

平
尾
雅ま
さ
あ
き述
さ
ん（
栄
町
・
64
歳
）

が
、
髙
岡
市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

水
俣
市
教
育
委
員
会
の
教
育
委
員

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

委
嘱
は
平
成
30
年
12
月
20
日
付

け
で
、任
期
は
４
年
間
で
す
。

【
略
歴
】

◯
平
成
20
年
４
月
１
日

　

水
俣
市
立
湯
出
小
学
校
校
長

◯
平
成
23
年
４
月
１
日

　

熊
本
市
飽
田
南
小
学
校
校
長

◯
平
成
25
年
４
月
１
日

　

水
俣
市
立
袋
中
学
校
校
長

◯
平
成
28
年
３
月
31
日

　

定
年
退
職

12/20 市民の安全安心を守る明かり
㈱ SSP が LEDソーラー防犯灯を寄贈

　

㈱
Ｓ
Ｓ
Ｐ
が
市
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ソ
ー
ラ

ー
防
犯
灯
を
寄
贈
し
、
南
福
寺
の
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
久
木
野
の
愛
林

館
周
辺
な
ど
市
内
３
カ
所
へ
設
置

し
ま
し
た
。
こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ソ
ー
ラ
ー

防
犯
灯
は
、
昼
間
に
蓄
電
し
た
太
陽

光
を
も
と
に
、
日
の
入
り
を
感
知
後
、

約
10
時
間
点
灯
す
る
環
境
に
優
し
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
市
役
所
で
、
寄
贈
式
が

行
わ
れ
、
寒
川
隆
文
社
長
か
ら
髙
岡

市
長
へ
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
髙

岡
市
長
は
、「
ご
み
の
不
法
投
棄
減
少

や
災
害
時
の
避
難
者
の
安
全
誘
導
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
」と
話
し
ま
し
た
。

12/18

▲目録を渡す寒川隆文社長（右）

婦人会員手づくりのショー
市婦人会チャリティートークショー

12/15

　

水
俣
市
地
域
婦
人
会
が
も
や
い

館
で「
第
６
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ト
ー

ク
シ
ョ
ーin

婦
人
会
」を
開
き
、多
く

の
市
民
ら
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
婦
人
会
員
ら
が
歌
や

踊
り
を
披
露
し
た
他
、手
作
り
の
お

菓
子
な
ど
も
振
舞
わ
れ
、会
場
は
笑

い
と
手
拍
子
に
包
ま
れ
ま
し
た
。プ

ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、抽
選
会
も

開
か
れ
、最
後
ま
で
盛
り
上
が
る
シ

ョ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
集
ま
っ
た
募
金
は
、福
祉
施

設
へ
の
慰
問
や
児
童
福
祉
施
設
の
支

援
な
ど
の
奉
仕
活
動
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

▲飛び入りでの出し物の披露も

希少な生物を地域みんなで守る
袋中「干潟のクリーンアップ作戦」

12/８

　

袋
中
学
校
の
生
徒
や
そ
の
保
護

者
・
地
域
住
民
ら
約
80
人
が
、「
干

潟
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」と
称

し
て
、袋
湾
の
干
潟
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

袋
湾
と
西
ノ
浦
半
島
周
辺
の
干

潟
は
、希
少
な
生
物
が
多
く
生
息

し
て
い
る
自
然
海
岸
で
あ
る
こ
と

か
ら
水
俣
・
芦
北
地
方
で
唯
一「
日

本
の
重
要
湿
地
」に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
ら
は
、ご
み
袋

片
手
に
流
木
な
ど
を
拾
い
、干
潟

の
環
境
保
護
の
た
め
、清
掃
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。　

▲流木などのごみを拾う袋中学校の生徒たち

12/12
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★
申
告
に
必
要
な
も
の
は
？

　
「
平
成
31
年
度
市
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
等
の
申
告
書
」、印

鑑
、
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
、

身
分
証
明
書
、
本
人
名
義
の
口
座

番
号
が
わ
か
る
も
の

●
給
与
収
入
が
あ
る
人

①
源
泉
徴
収
票

②
源
泉
徴
収
票
が
な
い
人
は
、
給

　

与
支
払
証
明
書
な
ど

●
年
金
収
入
が
あ
る
人

　

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

●
事
業
収
入（
漁
業
・
農
業
を
含

む
）・
不
動
産
収
入
が
あ
る
人

①
収
支
内
訳
書

②
収
入
や
経
費
な
ど
が
わ
か
る
書

　

類
や
帳
簿

●
そ
の
他
の
収
入
が
あ
る
人

　

個
人
年
金
、
講
師
料
、
謝
金
な

ど
の
各
種
報
酬
の
支
払
明
細
な
ど

◆
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

　

控
除
証
明
書
（
国
民
年
金
、
任

意
継
続
保
険
な
ど
）

◆
生
命
保
険
料
控
除
・
地
震
保
険

料
控
除
を
受
け
る
人

　

控
除
証
明
書（
領
収
書
は
不
可
）

◆
「
障
害
者
控
除
」を
受
け
る
人

　
「
障
害
者
手
帳
」、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
な
ど

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

①
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け

　

た
医
療
費
通
知
書
ま
た
は
支
払

　

っ
た
医
療
費
の
領
収
書
（
１
年

　

分
を
個
人
ご
と
、
病
院
・
薬
局

　

ご
と
に
集
計
し
た
も
の
）

②
健
康
保
険
・
生
命
保
険
の
高
額

　

医
療
費
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

　

金
額
の
明
細
書
な
ど

★
申
告
に
関
す
る
注
意
事
項

○
必
要
書
類
は
、
当
日
に
全
て
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。
不
足
す
る

　

場
合
、
再
度
提
出
が
必
要
で
す
。

○
収
入
が
な
い
人
も
、
申
告
が
必

　

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
告
を
忘
れ
る
と
、
公
営
住
宅

　

入
居
、
保
育
園
入
園
な
ど
の
手

　

続
き
に
必
要
な
所
得
証
明
書
が

　

発
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま

　

た
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

　

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

　

険
料
の
適
正
な
算
定
が
で
き
な

　

く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
61
・

１
６
１
０

★
受
け
付
け
で
き
な
い
相
談

　

市
県
民
税
の
申
告
相
談
会
で

は
、
次
の
よ
う
な
相
談
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
税
務
署
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

譲
渡
所
得
が
あ
る
人
で
、
税
務

署
で
確
定
申
告
不
要
と
さ
れ
た

場
合
に
は
、
市
の
申
告
相
談
会
に

来
て
く
だ
さ
い
。

○
青
色
申
告
、
準
確
定
申
告
、
相
続

　

税
、
贈
与
税
、
消
費
税
の
申
告

○
譲
渡
、
株
式
、
配
当
、
先
物
取

　

引
、
免
税
牛
の
所
得
が
あ
る
人

○
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
、
雑
損

　

控
除
を
受
け
る
人

★「
税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
相

談
」は
廃
止
さ
れ
ま
し
た

　

市
役
所
秋
葉
会
館
３
階
で
実

施
し
て
い
た
「
税
理
士
に
よ
る
確

定
申
告
相
談
会
」
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
相
談

は
、
八
代
税
務
署
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。（
左
記
参
照
）

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作

成
し
た
確
定
申
告
書
は
、
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
で

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

平
成
31
年
度 

市
県
民
税
の

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
！

申
告
期
間

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈮

【
市
県
民
税
の
申
告
相
談
】

　

平
成
31
年
度
（
平
成
30
年
分
）

の
申
告
を
す
る
人
は
、
下
表
の
日

程
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
郵
送
で
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
確
認
で
き
る
書
類
と
身
分
証
明

書
の
写
し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
、
申
告
内
容
に
つ
い

て
市
か
ら
電
話
な
ど
で
確
認
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
？

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
収

支
内
訳
書
の
作
成
が
必
要
な
所
得

が
あ
る
人
（
税
務
署
へ
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
人
を
除
く
）
な

ど
で
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要

な
人
に
は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま

し
た
。

　

申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

で
も
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要

と
な
っ
た
人
は
、
各
相
談
会
場
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

市県民税申告

税

期　日 対象地域 相談時間 場　所

2 月 18日㈪ 百間町・汐見町・港町・八ノ窪町・浦上町・江添 9：30 〜12：00、13：00 〜15：00 21区公民館
19日㈫ 袋・月浦 9：30 〜12：00、13：00 〜15：00 北袋公民館
20日㈬ 湯出 9：30 〜12：00、13：00 〜15：00 湯の鶴温泉保健センター
21日㈭ 久木野・古里 9：30 〜12：00、13：00 〜15：00 愛林館

22日㈮
越小場  9：30 〜12：00 越小場公民館
石坂川・葛渡 13：30 〜15：00 石坂川公民館

25日㈪ 袋・月浦 9：30 〜12：00、13：00 〜15：00 おれんじ館
26日㈫ 宝川内・市渡瀬・葛渡・薄原 9：30 〜12：00、13：00 〜15：00 葛彩館

27日㈬
深川  9：30 〜12：00 葛彩館
大川 14：30 〜16：00 大川公民館

28日㈭ 長崎・江添（16 区） 9：30 〜12：00 長崎公民館
3 月  １日㈮ 幸町・洗切町・八幡町・築地・初野・小津奈木

9：00 〜12：00
13：00 〜15：30

もやい館３階
会議室

４日㈪ 白浜町・桜ケ丘・浜・大迫

５日㈫ 大園町・旭町・大黒町・平町・江南町・昭和町
山手町・緑ケ丘・多々良町

６日㈬ 丸島町・梅戸町・明神町・祇園町
７日㈭ 天神町・浜町・古賀町・栄町・塩浜町・浜松町
８日㈮ 桜井町・南福寺・長野・中鶴・長野町

11日㈪ 陣内・古城・牧ノ内・ひばりケ丘・わらび野・陳内
12日㈫ 全地区
13日㈬ 全地区
14日㈭ 全地区 もやい館３階和室
15日㈮ 全地区 もやい館３階会議室

平成 31 年度　市県民税の申告相談日程 ※自分の地区で都合が悪い人などは、どの地区でも
　申告の相談ができます。

市県民税の申告は、申告期間内に行ってください。
申告忘れに注意しましょう。

などの
お知らせです

nformationＩ

※水俣市役所税務課の窓口では、申告相談は受け付けていません。
※もやい館での申告相談は８時 30 分に開場、その他の開場は９時に開場します。番号札も開場時から用意します。
※申告の受け付けが一定数に達した場合、相談時間の途中でも受け付けを終了する場合があります。
　この場合は、ご迷惑をおかけしますが翌日以降の会場を利用してください。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

八代税務署の 確定申告相談会場

　八代税務署では、平成30年分所得税・復興
特別所得税、消費税・地方消費税の申告会場
を開設します。

■開設日時　２月18日㈪〜３月15日㈮
　　　　　　９:00 〜 16:00
　　　　　　※土日を除く
■場所　　　八代税務署３階

※消費税・地方消費税の申告は
　４月１日㈪まで です。

■問い合わせ
　八代税務署☎ 0965-32-3141
　※自動音声案内です。確定申告に関する相
　　談は「０」番を選択してください。「確定申
　　告電話相談センター」につながります。
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市役所から
お知らせです

「
家
庭
部
門
低
炭
素
総
合
事
業
補

助
金
」の
申
請
受
付
期
間
延
長

　

家
庭
部
門
の
低
炭
素
化
推
進
の

た
め
実
施
し
て
い
る
「
家
庭
部
門

低
炭
素
総
合
事
業
補
助
金
」
の
申

請
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す
。
た

だ
し
、
期
間
内
で
も
予
算
額
に
達

し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

　

着
工
・
設
置
前
に
申
請
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

　

る
同
補
助
金
要
綱
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
補
助
の
内
容　

左
表
の
と
お
り

■
申
請
受
付
締
切
日

○
延
長
前　

１
月
31
日
㈭

　
　

↓

○
延
長
後　

３
月
15
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
61
・

１
６
１
２

税
の
納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

　

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
納
対

策
室
☎
61
・
１
６
３
０

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
申
告
に

活
用
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

　

平
成
30
年
分
の
譲
渡
所
得
（
土

地
・
建
物
）、
贈
与
税
の
主
な
特

例
の
適
用
条
件
や
必
要
書
類
を

確
認
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
、

熊
本
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

申
告
を
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
熊
本
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.nta.go.jp/abo 

ut/organization/kum
am

o 
to/topics/joto_zoyo/index.
htm■

主
な
特
例
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

○
マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
却
し
た
場
合

　

の
特
例

○
住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
税
の

　

特
例

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
税
務
署
☎

０
９
６
５
・
32
・
３
１
４
１

税

補助項目 補助額

市産材の活用
（構造材として８割以上使用）

建築床面積１㎡あたり
5000円（上限なし）

高断熱浴槽 13万円（定額）

高効率給湯器（４種類） ３万円〜15万円（定額）

太陽光発電システム １kW あたり
３万円（上限 20万円）

太陽熱利用システム（２種類） ３万円 または ７万円（定額）

薪
まき

ストーブ・ペレットストーブ ２万円（定額）

定置用リチウムイオン蓄電池 １kWh あたり
３万円（上限 20万円）

エネルギー管理システム
（ＨＥＭＳ） ２万円（定額）

（表）補助の内容 補
助
金

税　目 期別 納期限 口座
振替日

固定資産税 ４期
２
月
28
日
㈭

２
月
27
日
㈬

国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者
　　医療保険料

８期

お
詫
び
と
訂
正

広
報
み
な
ま
た
１
月
合
併
号
で

次
の
と
お
り
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

①
23
ペ
ー
ジ
、
２
段
目
、
65
歳

　

以
上
の
要
介
護
な
ど
認
定
者

　

の
「
障
害
者
控
除
」
の
記
事

　

問
い
合
わ
せ
の
項
目

（
誤
）
☎
62
・
３
０
５
１

（
正
）
☎
63
・
３
０
５
１

②
24
ペ
ー
ジ
、
３
段
目
、
水
俣
病

　

資
料
館
「
企
画
展
」
の
記
事

　

期
間
の
項
目

（
誤
）
〜
５
月
６
日
㈫

（
正
）
〜
５
月
６
日
㈪
・
㈷

　水俣市から排出される二酸化炭素は、私たちの家庭生活からも排出されていま
す。地球温暖化を防ぎ、環境にやさしいまちをつくるためには、私たち一人一人が、
普段の生活の中でエネルギーを大切に使っていくことが重要です。

環境家計簿「みなまたエコダイアリー」をやってみよう

水俣市家庭版ＩＳＯ　環境家計簿「みなまたエコダイアリー」

産業

業務

家庭

運輸

オフィス、卸売店、小売店、飲食店、
ホテル・旅館、病院など

製造業、工業、鉄鋼業、印刷関連 など

みなさんのおうち

自家用車、運送、旅客 など

「みなまたエコダイアリー」とは…
　水俣市では、環境への負荷を低減していくために、地域丸ごと環境
ＩＳＯ（水俣市役所、エコショップ、学校版や家庭版など）に取り組ん
でいます。2010年（平成22年）から始まった家庭版環境ＩＳＯが、環
境家計簿「みなまたエコダイアリー」です。

これまでの取り組みからわかること
水俣市の二酸化炭素排出量の目標と実績

　市は、2008年（平成20年）７月、国の環境モデ
ル都市に認定されました。
　二酸化炭素排出量は、2005年（平成17年）で
約17万６千トン。これを基準に
　2020年には 32％
　2050年には 50％
の削減をめざしています。

みんなのおかげで、
目標に向かって進んでいるよ♪

水俣市の二酸化炭素排出量の内訳（2016年度）のデータ

自家用車からの排出は運輸部門に含みます。
それでも…
➡家庭部門と業務部門の排出量はほぼ同じ！
家庭の生活を考えることは、とても大切です。

産業
31％

その他
２％

運輸
20％

家庭
23％

業務
24％

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

単位（万トン）

17.6

13.7 13.0 12.9

10.6基
準

20
05
年
度

20
10
年
度

20
12
年
度

20
14
年
度

20
16
年
度

20
20
年
度

20
50
年
度…

11.9

8.8

※排出係数は基準年度で固定

実績 目標
二
酸
化
炭
素
排
出
量
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◇問い合わせ◇
水俣市役所 環境課 環境政策室
電話：61-1612　FAX：63-9044

例）＜目標＞
電気を小まめにチェックして、
節電します
＜役割＞
父：エアコンの温度調節
母：使用料と料金のチェック
子：テレビを見ないときは消す

例）・エアコンの使い方を考えたことで、
夏場の電気代が昨年よりも減った。
・テレビをつけっぱなしにしてしまうこと
が多かったので、次は気をつける。

水俣市の二酸化炭素排出量を調べるために、エコダイアリー
の情報が必要です。回収にご協力をお願いします。

年月 項目 電気 （kWh） ガス（㎥） 上水道　（㎥） 灯油　（ℓ） 月の合計

使用量 370 19.3 × 0

料金（円） 6,893 12,463 2,680 0 22,036
記入例

水俣市家庭版ＩＳＯ　環境家計簿「みなまたエコダイアリー」

環境家計簿「みなまたエコダイアリー」の取り組み方

＜目標＞

＜役割＞

①まず、家族で目標と役割を決めます。

②エネルギー（電気・ガスなど）について、毎月記録をします。（左のページ）
　１月～12月分を記録します。１月～３月分もさかのぼって記録してください。
　記録するのを忘れていた、レシートや検針票を捨ててしまっていてわからない。
　そんな場合は、わかる範囲で構いません。

※使用していない項目には０（ゼロ）を記入、わからない欄は ×を記入してください。
※請求書や領収書を参考に、毎月の使用量とその料金を記入してください。
　（例）「５月分（期間 ４月９日～５月10日）」といった記載がある場合、５月分に記入。

③12月まで記録したら、できたこと、できなかったことなどを家族で考えてみましょう。

④記録用紙は、切り取って折りたたむとミニレターになります。そのままポストに投
　函してください。切手は不要です。提出者には、環境マイスター製品などが当たるプ
　レゼント抽選を予定しています。回収や抽選についてはあらためてお知らせします。

◆個人情報の取り扱いについて
　情報は、環境のまちづくりの資料として使用します。情報は統計処理を行うなどにより氏名などの
個人情報が外に出ることはありません。プレゼントや文書などをお届けする場合は、発送のために必
要な情報を使用します。

どんな流れで
やってみたら
いいのかな？

【環境のまちづくりキャラクター】

チャリゾーくん チャリピカくんエコ路人

の　り　し　ろ
の
　
り
　
し
　
ろ

の
　
り
　
し
　
ろ

例

環境家計簿「みなまたエコダイアリー」
年月 項目 電気（kWh） ガス（㎥） 上水道（㎥） 灯油（ℓ） 月の合計

Ｈ 　　年

１月分

２月分

３月分

４月分

５月分

６月分

７月分

８月分

９月分

10月分

11月分

12月分

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）

使用量

料金（円）
年間の
合計

＜＜ 以下は、二酸化炭素排出量の推計に必要な情報の確認です。＞＞
◆どちらかに○をつけてください。

→住宅の建て方は？ 一戸建て　・　集合住宅（アパートなど）
→住宅内で自営業（農林漁業は含めない）や商売をしていますか？ はい　・　いいえ

◆直近１カ月を参考に、自家用車の
　使用について記入してください。
・４台以上お持ちの場合は
　主要３台を記入
・軽トラックは「軽」に○

１台目

２台目
３台目

軽・普通・トラック
（いずれかに○）
軽・普通・トラック
軽・普通・トラック

軽・普通・トラック
軽・普通・トラック

１カ月の燃料代
（円）
10,000

１カ月の走行距離
（km）
1,200

◆使用しているエネルギーの欄に○や名称（料金プランなど）を記入してください。
【記入例】
九州電力

○
（従量電灯）（　　　　）

九州電力 九電以外の
電力

プロパン
ガス 灯油 太陽光

発電
太陽熱
温水器 その他

（　　　　　）

12
月
分
ま
で
記
録
し
て
、
返
信
し
て
ね
。

ス
テ
キ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
が
あ
る
よ
♪

記
録
を
つ
け
る
と
、
暮
ら
し
を

見
直
す
参
考
に
な
る
な
ぁ
。



国
民
年
金
保
険
料

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
な
ら
、
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
に
支
払
い
に

行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

■
振
替
方
法　

①
翌
月
振
替（
翌
月
末
に
引
落
し
）

②
毎
月
振
替（
当
月
末
に
引
落
し
）

③
６
カ
月
前
納

④
１
年
度
前
納

⑤
２
年
度
前
納

※
①
は
定
額
で
の
納
付
で
す
。
②

～
⑤
は
前
払
い
（
前
納
）
で
、
保

険
料
に
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
③
④
⑤
の
申
し
込
み
は
、
２
月

末
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
手
続
き
が
で
き
る
場
所

○
銀
行
な
ど
金
融
機
関

○
郵
便
局
窓
口

○
市
民
課
年
金
医
療
保
険
係
（
市

役
所
仮
庁
舎
１
階
５
番
窓
口
）

■
持
参
品　

預
貯
金
通
帳
、
通
帳

の
届
出
印
、
基
礎
年
金
番
号
が
確

認
で
き
る
も
の
（
納
付
書
や
年
金

手
帳
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
61
・

１
６
２
２

知
っ
て
い
ま
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
納

付
済
期
間
や
免
除
期
間
が
10
年
以

上
必
要
で
す
。
保
険
料
を
20
歳
か

ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
納

め
る
と
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
の「
任
意
加
入
制
度
」

は
、
60
歳
に
な
っ
て
も
10
年
の
受

給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
場
合

や
、
納
付
済
期
間
が
40
年
に
満
た

な
い
場
合
に
利
用
で
き
、
受
給
資

格
を
得
た
り
、
年
金
額
を
増
や
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
受
給
資
格
期
間（
10
年
）
に
満

た
な
い
場
合

　

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
65
歳
に
な
っ
て
も
受
給
資

格
期
間
を
満
た
せ
な
い
場
合
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
、
受
給

資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
加
入
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た

な
い
場
合

　

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
で
、
年

金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
新
た
に
任
意
加
入
し
た
人
の
保

険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
原

則
で
す
。
保
険
料
の
免
除
制
度
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
任
意
加
入
を
や
め
る
場
合
に
は
、

申
し
出
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
61
・

１
６
２
２

原
子
力
防
災
の
基
礎
知
識

を
学
ぶ
講
習
会

　

鹿
児
島
県
と
川
内
原
子
力
発
電

所
か
ら
30‌

km
圏
内
の
９
市
町
が
主

催
す
る
「
平
成
30
年
度
鹿
児
島
県

原
子
力
防
災
訓
練
」
で
、
出
水
市

か
ら
水
俣
市
へ
の
広
域
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を
教
訓
に
、

川
内
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
起

こ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
出
水

市
の
一
時
避
難
訓
練
参
加
者
（
約

60
人
）
を
、
公
民
館
で
受
け
入
れ

ま
す
。

　

水
俣
市
で
は
、
こ
の
訓
練
に
合

わ
せ
て
、
原
子
力
防
災
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
出
水
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
原
子
力
防
災
の
基
礎

知
識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

２
月
９
日
㈯　

14
時
15

分
〜
45
分

■
場
所　

市
公
民
館
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
防
災

課
☎
61
・
１
６
０
４

第
14
回
み
な
ま
た
教
育
フ
ォ

ー
ラ
ム

　

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

２
月
５
日
㈫　

13
時
40

分
〜
16
時
30
分

■
場
所　

水
俣
第
一
小
学
校
体
育

館■
内
容

①
全
体
会
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
の
報
告
）

　

▼
授
業
力
向
上
委
員
会

　

▼
ふ
る
さ
と
学
習
資
料
作
成
委

　
　

員
会

②
公
開
授
業

　

▼
水
俣
一
小
５
年
１
組

　
　

窪
田
彩
香
教
諭
、
算
数

③
授
業
研
究
会

　

▼
公
開
授
業
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

　
　

説
明

　

▼
質
疑
応
答

　

▼
実
践
紹
介 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
☎

61
・
１
６
３
７

水俣市ホームページＵＲＬ
http://www.city.minamata.lg.jp

nformationＩ

年
金

防
災

教
育

水
俣
郵
便
局

課 境 環 所 役 市 俣 水

家の代表者の氏名

家族の人数
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市役所から
お知らせです

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

ミ
ニ
展
示
会
「
障
子
」

　

日
本
の
代
表
的
な
建
具
で
あ
る

「
障
子
」。
そ
の
特
徴
や
製
作
工

程
、
障
子
紙
の
張
り
替
え
方
な
ど

に
つ
い
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
期
間　

３
月
31
日
㈰
ま
で

■
場
所　

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
エ
コ
ハ
ウ

ス
☎
84
・
９
０
０
６（
開
館
10
時

～
16
時
、
月
曜
休
館
）

図
書
特
別
整
理
の
た
め

図
書
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す

　

市
立
図
書
館
は
、
図
書
特
別
整

理
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

※
移
動
図
書
館
を
含
む
。

★
図
書
特
別
整
理
と
は

　

年
に
一
度
の
、
図
書
館
の
「
棚

卸
し
」
で
す
。
所
蔵
す
る
図
書
資

料
が
な
く
な
っ
て
い
な
い
か
、
図

書
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
と
一
致
し
て

い
る
か
、
１
冊
ず
つ
確
認
し
ま
す
。

　

汚
損
・
破
損
し
た
図
書
類
の
修

復
や
除
籍
、
不
明
本
や
返
却
が
遅

延
し
て
い
る
資
料
の
追
跡
調
査
な

ど
も
行
い
ま
す
。

■
期
間　

２
月
18
日
㈪
～
28
日
㈭

■
休
館
中
の
返
却　

次
の
場
所
の
ブ

ッ
ク
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
図
書
館
玄
関

○
市
役
所
仮
庁
舎
１
階

○
ロ
ー
ソ
ン
水
俣
桜
井
町
三
丁
目
店

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
☎

63
・
８
４
０
１
（
月
曜
日
休
館
）

楽
し
く
英
語
で
お
し
ゃ
べ
り
♪

「
え
い
ご
あ
そ
ぶ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」

　

２
月
か
ら
「
え
い
ご
あ
そ
ぶ
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
が
ス
タ
ー
ト
♪ 

水
俣
・

芦
北
に
住
む
外
国
人
を
ゲ
ス
ト
に
、

毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
で
、
一
緒
に

遊
び
な
が
ら
楽
し
く
英
語
で
お
し

ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。
２
月
の
テ

ー
マ
は
「
編
み
物
」
で
す
。

　

英
語
が
苦
手
な
人
、
初
め
て

の
人
で
も
大
歓
迎
！ 
参
加
に
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
〜
６
月
の
毎
月
15

日
、
19
時
30
分
〜
（
約
１
時
間
）

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ
（
予
定
）

■
対
象　

小
学
５
年
生
〜
大
人

■
定
員　

15
人
程
度

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
水
俣
国

際
交
流
協
会
員
は
３
０
０
円
）

■
申
込
締
切
日　

毎
月
10
日

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
政
策
推

進
課
内
）
☎
61
・
１
６
０
６

多
様
な
価
値
観
を
大
切
に

参
加
体
験
型
人
権
セ
ミ
ナ
ー

　

市
教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
、

参
加
体
験
型
人
権
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
「
し
あ
わ
せ
に
な
り
た
い
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
分
自
身
の
し
あ

わ
せ
に
関
す
る
価
値
観
を
振
り
返

り
、
誰
も
が
多
様
な
価
値
観
を

大
切
に
し
な
が
ら
暮
ら
す
た
め
に
、

参
加
者
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

　

自
分
の
し
あ
わ
せ
の
価
値
観
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
し
ま
し

ょ
う
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
16
日
㈯　

13
時
30

分
～
（
１
時
間
程
度
）

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

地
域
人
権
教
育
指
導
員

■
定
員　

15
人
程
度

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
84
・
９
９
０
９

市
立
図
書
館

人
権

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

国
際
交
流

【
有
料
広
告
】

生
活
リ
ズ
ム
と

体
内
時
計
の
お
話

　
人
間
の
体
に
は
、1
日
の
リ
ズ
ム

を
刻
む「
時
計
遺
伝
子
」が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に「
体
内
時
計
」と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、代
謝
と
深
く
関
係
し
て
い

ま
す
。

　
体
内
時
計
と
生
活
リ
ズ
ム
が
か
み

合
わ
な
い
と
、体
調
を
崩
し
や
す
く

な
り
ま
す
。体
内
時
計
に
合
わ
せ
て

「
睡
眠
」「
食
事
」「
運
動
」を
す
る
こ
と

で
、病
気
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

♥
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
と
合
わ

せ
た
生
活
と
は
？

●
朝
の
過
ご
し
方

　
朝
日
を
浴
び
る
こ
と
で
、体
内
時

♥34

   

♥
問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）☎
62
・
３
０
２
８

ー こころとカラダのお話 ー
生活リズムは、健康な心身に大切な
要素。普段の暮らし、見直してみて。
今月も【ここ♥カラ】お届けします。

ＣＩＲのグレッグが、
出身国・オーストラ
リアの魅力や文化を、
さまざまな視点で紹
介します。

計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
、一
日
を
通
し

て
代
謝
の
良
い
状
態
が
続
き
ま
す
。

ご
飯
と
一
緒
に
、納
豆
や
卵
と
い
っ
た

タ
ン
パ
ク
質
の
お
か
ず
を
取
る
と
、体

温
が
上
昇
し
て
代
謝
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
昼
の
過
ご
し
方

　
代
謝
が
良
い
時
間
帯
で
す
。し
っ

か
り
食
べ
て
活
動
量
を
増
や
す
と
、

体
調
が
良
く
な
り
、脂
肪
が
燃
焼
さ

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
夜
の
過
ご
し
方

　
早
い
時
間
に
夕
食
を
食
べ
終
え
る

と
、栄
養
素
が
し
っ
か
り
と
行
き
届

い
て
体
の
再
生
に
使
わ
れ
る
た
め
、

疲
れ
が
溜
ま
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
夜
は
体
も
休
息
モ
ー
ド
に
入
り
ま

す
。リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

♥
深
夜
勤
務
の
人
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
？

　
３
食
の
時
間
を
一
定
に
す
る
こ
と

で
、体
内
時
計
は
乱
れ
に
く
く
な
り

ま
す
。食
事
の
間
が
8
時
間
以
上
空

く
場
合
は
、お
に
ぎ
り
な
ど
の
補
食

を
取
っ
て
、次
の
食
事
は
そ
の
分
を

引
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　　
日
本
の
２
月
は
冬
で
す
が
、
南
半
球

に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
真
夏
で
、

と
て
も
暑
い
時
期
で
す
。
40
度
を
越
え

る
猛
暑
日
が
続
く
こ
の
季
節
、
ビ
ー
チ

へ
遊
び
に
行
く
の
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
習
慣
の
一
つ
で
す
。

　
タ
オ
ル
や
水
着
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
な

ど
を
か
ば
ん
に
入
れ
て
、
車
で
海
ま
で

ド
ラ
イ
ブ
し
ま
す
。
あ
ま
り
に
日
差
し

が
強
く
て
、
日
焼
け
止
め
を
頻
繁
に
塗

ら
な
い
と
、
た
っ
た
15
分
で
ひ
ど
く
日

に
焼
け
て
し
ま
い
ま
す
。
足
の
甲
に
塗

る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
１
週
間
も

靴
を
履
け
な
い
！
な
ん
て
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

　
ビ
ー
チ
は
、
友
達
や
家
族
と
一
緒
に

「
ク
リ
ケ
ッ
ト
」
を
し
て
遊
ぶ
の
に
と
て

も
い
い
場
所
で
す
。
ボ
ー
ル
が
海
に
入

っ
て
も
、
ペ
ッ
ト
の
犬
が
取
り
に
行
っ

て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
海
は
意
外
と
冷
た
く
て
、

豪！豪！Ｇｏ！Ｇｏ！
ゴーゴー

Vol.18
グレッググレッグ

海
か
ら
出
た
と
き
は
涼
し
く
て
気
持
ち

い
い
で
す
。
で
も
、
す
ぐ
に
ま
た
日
焼

け
止
め
を
塗
ら
な
い
と
、
あ
と
で
大
変

な
目
に
遭
う
で
し
ょ
う
。 

　
帰
る
と
き
、
車
の
中
は
き
っ
と
オ
ー

ブ
ン
み
た
い
に
熱
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ル
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
、
と
て

も
触
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
運
転
す
る

前
に
、
濡
れ
た
タ
オ
ル
で
あ
ち
こ
ち
拭

く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
タ
オ
ル
が
砂
だ

ら
け
だ
っ
て
、
構
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
内
陸
の
地
形
と
文
化
の
繋
が
り
を
よ

く
紹
介
し
ま
す
が
、
実
は
海
も
自
慢
の

一
つ
。
国
内
の
ビ
ー
チ
の
数
は
1
万
を

超
え
、
世
界
最
多
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
の
85
％
は
海
か
ら
50
キ
ロ
以
内

に
住
ん
で
い
る
の
で
、
ビ
ー
チ
も
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
の
重
要
な
一
部
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
日
帰
り
で
楽
し
く

過
ご
す
だ
け
の
場
所
で
は
な
く
、
運
動

し
た
り
、
恋
人
と
散
歩
し
た
り
。
大
き

な
祝
い
事
が
あ
れ
ば
ビ
ー
チ
で
祝
っ
た

り
、
仕
事
を
引
退
し
た
ら
ビ
ー
チ
ハ
ウ

ス
に
引
っ
越
し
た
り
。
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
、
と
て
も
有
意
義
な
場
所
な
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
欠
か
せ
な
い

ビ
ー
チ
へ
行
っ
て
、
ビ
ー
チ
で
の
一
日

を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
と
き
は
、
強
力
な
日
焼
け
止
め
を
忘

れ
ず
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ね
！
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も
の
づ
く
り
の
魅
力
に
触
れ
、

知
ろ
う
「
技
能
フ
ェ
ア
」

 　

も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
や

魅
力
、
技
能
士
の
活
躍
や
そ
の

卓
越
し
た
技
能
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
「
技
能
フ
ェ
ア
」
を
、

水
俣
市
で
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
技
能
士
な
ど
の
実

演
の
他
、「
光
る
ど
ろ
だ
ん
ご
づ
く

り
」、「
フ
ラ
ワ
ー
ミ
ニ
ア
レ
ン
ジ
」、

「
ね
り
き
り
・
落
が
ん
づ
く
り
」

な
ど
と
い
っ
た
、
も
の
づ
く
り
体

験
も
あ
り
ま
す
。
一
流
の
技
能
を

堪
能
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
♪

　

参
加
は
無
料
で
、
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
も
の
づ
く
り
体
験
は
、

そ
れ
ぞ
れ
材
料
な
ど
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
17
日
㈰　

10
時
～

15
時

■
場
所　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

■
実
施
職
種
な
ど　

左
官
、
建
具
、

畳
、
板
金
、
防
水
、
日
本
調
理
、

菓
子
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
、
広
告
美

術
、
和
裁
、
造
園
、
全
技
連
マ
イ

ス
タ
ー
会
員
等
展
示

■
主
催　

熊
本
県
、
水
俣
・
芦
北

地
域
雇
用
創
造
協
議
会
、
熊
本

県
職
業
能
力
開
発
協
会
、（
一
社
）

熊
本
県
技
能
士
会
連
合
会
、

■
問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）
熊
本
県

技
能
士
連
合
会
事
務
局
☎
０
９
６
・

３
８
９
・
１
６
１
１

今
年
も「
み
な
ま
た
恋
路
カ
キ

小
屋
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

水
俣
の
豊
か
な
海
で
育
ま
れ
た

「
恋
路
カ
キ
」
は
今
が
旬
♪ 

小
ぶ

り
な
が
ら
も
濃
厚
で
ク
リ
ー
ミ
ー

な
味
わ
い
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
水
俣
産
の
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
や

サ
ザ
エ
、
じ
ゃ
こ
飯
な
ど
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

３
月
頃
ま
で
営
業
予
定
で
、
カ

キ
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
営
業
日
時　

毎
週
土
、
日　

10

時
～
16
時
（
15
時
オ
ー
ダ
ー
ス
ト

ッ
プ
）、
２
月
11
日
㈪
・
㈷
は
営
業
。

■
場
所　

道
の
駅
み
な
ま
た
（
み

な
ま
た
観
光
物
産
館
ま
つ
ぼ
っ
く

り
横
）

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
漁
業
協

同
組
合
☎
63
・
３
３
５
５

総
合
体
育
館
の
水
中
運
動

教
室
「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

　

水
圧
・
抵
抗
・
浮
力
と
い
っ
た

水
の
特
徴
を
最
大
限
に
活
用
し
て

行
う
水
中
運
動
で
す
。

　

体
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
楽

し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
19
日
㈫　

13
時
〜

14
時

■
場
所　

水
俣
市
総
合
体
育
館
温

水
プ
ー
ル

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

５
０
０
円

※
定
期
券
・
回
数
券
を
利
用
す
る

場
合
は
２
０
０
円

■
持
参
品　

水
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ

プ
、
タ
オ
ル

■
問
い
合
わ
せ　

市
総
合
体
育
館

☎
63
・
３
３
３
９

◎税務課
　市民税係☎ 61 ｰ 1610
　収納対策室☎ 61 ｰ 1630
　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611
　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633
　市民生活係☎ 61 ｰ 1656
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670
　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660
　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650
◎環境課
　環境政策室☎ 61 ｰ 1612
　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613
　水俣病・もやい推進係☎ 61 ｰ 1647
　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101
◎いきいき健康課
　健康推進係☎ 62 ｰ 3028
　高齢介護支援室☎ 63 ｰ 3051
◎都市計画課建築住宅係☎ 61 ｰ 1621
◎土木課道路公園管理室☎ 61 ｰ 1625
◎下水道課☎ 61 ｰ 1627
◎水道局☎ 63 ｰ 2604
◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637
※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111 へ
　お尋ねください。

暮
ら
し
の

　  
情
報

第
31
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ

ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

　

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
大
会
で
す
。

こ
の
大
会
の
成
績
は
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１ 

９
（
第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和

歌
山
大
会
）」へ
の
派
遣
選
手
選
考

の
参
考
と
な
り
ま
す
。

　

種
目
ご
と
の
日
程
や
場
所
、
申

し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

５
月
８
日
㈬
〜
６
月
９

日
㈰
（
予
定
）

■
競
技
種
目（
16
種
目
）

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ

ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、

剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン

ス
ス
ポ
ー
ツ

■
場
所　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
な
ど

■
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
、
２ 

０
２
０
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳

以
上
の
人

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
、
50
歳

代
の
オ
ー
プ
ン
参
加
が
で
き
ま
す
。

■
参
加
料

○
個
人
競
技　

千
円

○
団
体
競
技　

種
目
に
よ
る

■
募
集
期
間　

３
月
１
日
㈮
〜
29

日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６
０
ー
０ 

８
４
２
、
熊
本
市
中
央
区
南
千
反

畑
町
３
の
７
、（
一
財
）
熊
本
さ
わ

や
か
長
寿
財
団
い
き
が
い
推
進
グ

ル
ー
プ
☎
０
９
６
・
３
５
４
・
３
０ 

８
３

健
口
講
座
「
の
ぞ
い
て
み
よ

う
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
世
界
」

　
「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
」
っ
て
、
聞
い

た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
ど
ん
な
治

療
を
す
る
の
？ 

費
用
や
治
療
期

間
は
？ 

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
世
界
を
、

分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。
参
加

者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
16
日
㈯　

13
時
〜

（
１
時
間
程
度
）

■
場
所　

ひ
か
り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
講
師　

ひ
か
り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
・
飯
干
光
男

■
定
員　

20
人

★
多
肉
植
物
の
ミ
ニ
寄
せ
植
え

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

講
座
終
了
後
に
、
希
望
す
る
受

講
者
を
対
象
と
し
て
、
外
部
講
師

に
よ
る
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
す
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
み
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ひ
か
り
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
62
・
４
１
４
４

■私が食べた本／村田沙
さ や か

耶香
■（あまり）病気をしない暮らし／仲野徹
■月まで三キロ／伊

い よ は ら
与原新

しん

■蟻の棲み家／望月諒子
■うーこのてがみ／小池アミイゴ

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内２月特設コーナー ■
「 続・心も体もぽっかぽか 」

2 月は図書特別整理期間（2 月18日 ～28日）
のため、1 月の特設コーナーを継続中！
寒い季節にぴったりのあたたかくなれる本を紹
介します。

●　　　　　　　　　　　 ●　●　●　●　●　●　●近人気の本！最

  開館：火曜日〜日曜日 ９時〜 19 時 （土日祝日は17時まで）

私が中学２年生のときに、
図書室で見つけた一冊。
不思議な感じのタイトル
に引き付けられて手にし
てみたら、とても楽しく面
白かった。
「見た目はりんごだけど、
もしかして、りんごではな
いかも」という想像から、
りんごではないものたちが次々に生まれてくる
発想がとても面白い。お話のオチでは、結局こ
うだよね、と愉快になれる、家族みんなが大好
きな絵本。どんな世代も一緒に楽しめる、オス
スメの一冊。

オススメ本
『りんごかもしれない』

著／ヨシタケシンスケ（ブロンズ新社）

田中 葉
は る か

瑠香さん（姉）・陽
ひ よ り

由璃ちゃん（妹）
田中家の子育てモットー 

「小さい下の子、みんなでサポート」

オススメオススメinこどもセンター

みな図書　日本一の読書のまちづくり

催  し

63-4551

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

広報みなまた2019.2.1広報みなまた2019.2.1 1617



ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
教
室
＆

指
導
者
等
育
成
講
習
会

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
い
ず
れ

も
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
16
日
㈯　

13
時
〜

17
時

■
場
所　

水
俣
市
総
合
体
育
館
３

階
小
ア
リ
ー
ナ

■
対
象

○
卓
球
教
室　

中
学
生
以
下
（
初

　

心
者
向
け
の
教
室
で
す
）

○
講
習
会　

卓
球
の
指
導
に
あ
た

　

る
卓
球
経
験
者

■
講
師　

永
田
佳
史
さ
ん
（
上
級

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
）

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
卓
球
教
室　

名
前
、
年
齢
、
連

　

絡
先
を
明
記

○
講
習
会　

名
前
、連
絡
先
を
明
記

■
申
込
締
切
日　

２
月
８
日
㈮
必
着

■
持
参
品　

運
動
が
で
き
る
服
装
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

※
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な
い
人

に
は
貸
し
出
し
ま
す
。
申
し
込
み

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市

卓
球
協
会
・
坂
上
☎
０
９
０
・
４ 

５
８
１
・
０
９
９
４
／
FAX‌

63
・
３
９ 

０
２

ダ
ン
ス
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

　

カ
ナ
ダ
で
舞
踊
団
を
率
い
て
活

躍
し
て
い
る
講
師
を
招
い
て
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
民
族
舞
踊
の
講
習
会

を
開
き
ま
す
。
ダ
ン
ス
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
♪

　

参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時　

２
月
10
日
㈰　

10
時
〜

15
時

■
場
所　

水
俣
市
総
合
体
育
館
３

階
小
ア
リ
ー
ナ

■
講
師　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ュ
ミ

ッ
ト
さ
ん
（
振
り
付
け
師
）

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
同
好
会
・
森
山
☎
62
・
４ 

７
９
８

「
芸
能
大
会in

お
れ
ん
じ
館
」

出
演
者
大
募
集
！

　

踊
り
や
歌
、
太
鼓
、
大
道
芸
な

ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

参
加
す
る
こ
と
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
17
日
㈰　

13
時
～

16
時
（
予
定
）

■
場
所　

お
れ
ん
じ
館

■
申
込
締
切
日　

３
月
11
日
㈪

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
早
め

に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

お
れ
ん

じ
館
☎
62
・
２
１
１
１

肝
炎
患
者
や
家
族
の
情
報

交
換
の
場
「
肝
炎
サ
ロ
ン
」

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
や

そ
の
家
族
な
ど
、
肝
炎
に
関
心
が

あ
る
人
の
た
め
の
情
報
交
換
の
場

で
す
。

　

肝
臓
の
病
気
に
対
す
る
疑
問
や
、

治
療
に
関
す
る
不
安
・
悩
み
な
ど
、

ゆ
っ
く
り
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

参
加
は
無
料
で
、
事
前
の
申
し

込
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時
・
場
所　

左
表
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ　

県
健
康
危
機
管

理
課
☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
７
８ 

３

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

★
第
２
土
曜
日
開
催
中

「
地
域
食
堂
＆
こ
ど
も
食
堂
」

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ

い
。
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
は
カ
レ
ー

で
す
。

■
日
時　

２
月
９
日
㈯　

11
時
〜

14
時
頃

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
利
用
料

○
高
校
生
以
上　

３
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

１
０
０
円

○
未
就
学
児　

無
料

★
牛
乳
パ
ッ
クde

箱
カ
メ
ラ

づ
く
り
体
験

　

牛
乳
パ
ッ
ク
が
楽
し
い
手
作
り

お
も
ち
ゃ
に
変
身
♪

　

今
回
は
、
ひ
も
を
引
く
と
「
カ

シ
ャ
ッ
」
と
い
い
音
が
し
て
絵
が

変
わ
る
、
仕
掛
け
お
も
ち
ゃ
を
作

り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
９
日
㈯　

14
時
〜

※
同
日
開
催
の
子
ど
も
食
堂
の
終

了
後
に
開
始
し
ま
す
。

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
☎
84
・
９
９
０
９

熊
本
県
猟
友
会
水
俣
市
部

狩
猟
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

銃
を
使
っ
た
狩
猟
を
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

猟
者
と
の
懇
談

の
他
、
獲
物
が
獲
れ
た
場
合
に
は
、

解
体
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
や
山
林
へ
の
被
害
が
増
加

す
る
中
、
高
齢
化
な
ど
の
た
め
に

駆
除
を
行
う
人
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
知
り
、

狩
猟
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
保
険
加

入
な
ど
の
た
め
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

２
月
の
土
・
日
・
祝
日

（
雨
天
中
止
）

■
定
員　

１
回
３
人

■
申
込
締
切
日　

各
開
催
日
の
１

週
間
前

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
で
、
山

中
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
20
歳
以

上
の
人
。

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
猟
友
会

水
俣
市
部
事
務
局
・
溝
口
☎
０
９ 

０
・
９
７
９
１
・
８
４
４
２
／
支
部

長
・
高
橋
☎
０
９
０
・
２
７
１
７
・ 

４
８
１
１
（
そ
れ
ぞ
れ
８
時
〜
17

時
受
付
）

芦北町・津奈木町　広域イベント情報

芦北観光うたせ船まつり

　うたせ船で不知火海をクルージング（大人
800円、約40分）したら、魚さばきや塩づくり
を無料で体験！
　できたてのイシエビのかき揚げやすり身天ぷ
らの販売の他、カキ小屋もありますよ♪
　船上からの穏やかな景色に癒されて、海産
物に満たされて、芦北の海をお腹いっぱい・胸
いっぱいに楽しめる一日です。
■日時　２月24日㈰　10:00 〜 15:00
■場所　芦北町漁業協同組合 芦北支部前広場
■問い合わせ　芦北町漁業協同組合
　　　　　　　☎82-2066

【芦北町】

2019つなぎ桜祭りウォークラリー大会

　申し込み方法など、詳しくは問い合わせてく
ださい。
■日時　３月31日㈰（雨天決行）
　　　　受付 9:30 ～、10:30 スタート　
■場所　物産館グリーンゲイトイベント広場
　　　　※雨天時＝つなぎ文化センター
■定員　先着50チーム（１チーム 2 ～ 5 人）
■コース　重盤岩・野外彫刻ウォーキングコース
　　　　　（約６km）
■申込締切日　３月８日㈮
■問い合わせ　つなぎ桜祭り実行委員会事務局

（津奈木町政策企画課内）☎78-3114

【津奈木町】
催  し

開催日 場所 時間

２月１日㈮
熊本大学医学部付属病院
山崎記念館１階研修ホール

13:30 〜
※

２月８日㈮
天草地域健診センター
２階会議室

２月20日㈬
山鹿市民医療センター
医療研修センター

２月28日㈭
熊本労災病院
中央診療棟５階会議室

３月15日㈮
阿蘇医療センター
講堂

※各会場とも、２時間〜２時間30分程度

（表）肝炎サロンの日時・場所

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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相
手
の
思
い
に
気
づ
く
介
護

「
動
き
出
し
は
当
事
者
か
ら
」

　

介
護
が
必
要
な
人
に
関
わ
る
と

き
、
そ
の
人
の
「
動
こ
う
」
と
す

る
意
思
を
尊
重
し
た
介
護
が
で
き

て
い
ま
す
か
？

　
「
動
き
出
し
」
に
目
を
向
け
、
で

き
る
動
作
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

介
護
を
す
る
人
も
楽
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

家
庭
な
ど
で
介
護
を
し
て
い
る

人
、
介
護
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い

る
人
の
他
、
興
味
が
あ
れ
ば
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
９
日
㈯　

14
時
〜

16
時
30
分
（
受
付
13
時
30
分
〜
）

■
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

白
梅
の
杜
「
あ
つ
ま
ろ
う
家
」

■
講
師　

大
堀
具と
も
み視
さ
ん
（
日
本

医
療
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
科
准
教
授
）

■
定
員　

40
人
程
度

■
参
加
料　

５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料

■
申
込
締
切
日　

２
月
８
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

医
療
福

祉
考
動
塾
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
・
下

川
☎
０
９
０
・
５
０
２
２
・
１
９
７ 

２実
際
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ「
認
知

症
の
人
た
ち
と
共
に
つ
く
る
ま
ち
」

　

若
年
性
認
知
症
の
人
へ
の
理
解

や
、
地
域
に
お
け
る
認
知
症
の
人

と
の
共
存
の
在
り
方
な
ど
を
、「
ぼ

や
き
・つ
ぶ
や
き
・
元
気
に
な
る
会
」

（
福
岡
県
大
牟
田
市
）
の
取
り
組

み
か
ら
、
一
緒
に
学
び
・
考
え
ま

し
ょ
う
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
15
日
㈮　

19
時
～

21
時
（
受
付
18
時
30
分
〜
）

■
対
象　

専
門
職
に
限
ら
ず
、
興

味
が
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

白
梅
の
杜
「
あ
つ
ま
ろ
う
家
」

■
講
師　

大
谷
る
み
子
さ
ん
（
大

牟
田
市
認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

研
究
所
）

■
定
員　

１
０
０
人
程
度

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
む
か
、
氏
名
、
所
属
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

２
月
８
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
鐘
ケ
丘
ホ
ー
ム
・
永

田
☎
０
９
６
６
・
45
・
６
７
７
７

／
FAX
０
９
６
６
・
45
・
６
２
２
１

　
食
品
営
業
者
に
必
須
の
資
格

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

　

食
品
衛
生
法
に
よ
っ
て
、
食
品

営
業
者
は
施
設
・
部
門
ご
と
に
食

品
衛
生
責
任
者
を
置
く
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は

修
了
証
が
交
付
さ
れ
、
食
品
衛
生

責
任
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　

３
月
６
日
㈬　

９
時
40

分
〜
17
時
（
受
付
９
時
10
分
〜
）

■
場
所　

市
公
民
館
２
階
第
１
研

修
室

■
受
講
料

○
食
品
衛
生
協
会
員　

５
千
円

○
非
会
員　

６
千
円

※
学
生
は
会
員
と
同
額

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
む
か
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

２
月
28
日
㈭

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
芦

北
地
区
食
品
衛
生
協
会
（
水
俣
保

健
所
内
）
☎‌

63
・
３
８
９
１
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
共
通
）

認
知
症
の
不
安
、話
し
て
み
て

も
の
忘
れ
相
談
会

　

も
の
忘
れ
な
ど
、
認
知
症
に
よ

る
症
状
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
る

本
人
や
家
族
に
対
し
て
、
認
知
症

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
で

き
る
よ
う
に
、
認
知
症
専
門
医
の

協
力
を
得
て
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

医
療
機
関
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

従
事
者
に
も
、
相
談
・
助
言
を
行

い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。
担
当
者
が
相

談
内
容
を
確
認
し
ま
す
。
希
望
者

が
多
い
場
合
は
調
整
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
21
日
㈭　

13
時
～

14
時
30
分

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
小
会
議
室
（
も
や
い
館
１
階
）

■
対
象　

も
の
忘
れ
な
ど
が
心
配

な
人
や
家
族
、
医
療
機
関
や
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

※
す
で
に
認
知
症
の
治
療
を
受
け

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

■
認
知
症
専
門
医　

佐
藤
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
・
佐
藤
宏
医
師

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
63
・
２
０
４
７

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ 

出
張
相
談
会

　

み
な
さ
ん
の
心
配
事
や
不
安
に

寄
り
添
い
、「
働
き
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
応
援
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

各
日
と
も
13
時
30
分
〜

16
時
30
分

○
２
月　

12
日
㈫
、
27
日
㈬

○
３
月　

５
日
㈫
、
19
日
㈫

■
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣

■
対
象　

15
歳
〜
39
歳
で
求
職
中

の
人
と
そ
の
家
族

■
問
い
合
わ
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
☎
０
９ 

６
５
・
37
・
８
７
３
９

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　

遺
産
相
続
、
多
重
債
務
、
成

年
後
見
（
※
）、
扶
養
関
係
な
ど
、

法
律
に
関
す
る
相
談
に
、
弁
護
士

が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
成
年
後
見
と
は
、
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
の
法
律
行
為
を
手
助

け
す
る
制
度
で
す
。

■
日
時　

３
月
12
日
㈫　

14
時
～

16
時

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
相
談
室
（
も
や
い
館
１
階
）

■
申
込
締
切
日　

３
月
１
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
や
い

☎
62
・
３
０
３
０
／
FAX‌

63
・
３
５ 

７
０

平
成
31
年
度
福
祉
団
体
活

動
助
成 

事
業
説
明
会

　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

市
内
の
地
域
福
祉
活
動
を
活
性
化

す
る
た
め
助
成
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
の
事
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
助
成
を
希
望
す
る
団
体

は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
８
日
㈮　

10
時
30

分
～
11
時
30
分

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
会
議
室
（
も
や
い
館
１
階
）

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
63
・
２
０
４
７

ス
キ
ル

    

ア
ッ
プ

催  し

相  談

♥
伝言板

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

「高校生ビジネスプラン・グランプリ」で水高生が提案したプランが

エントリー総数４３５９件の中から優秀賞を受賞！
　

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
プ

ラ
ン
な
ど
を
高
校
生
が
考
え
競

う
「
第
６
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
、
水
俣

高
校
が
提
案
し
た
「
小
径
丸
太
廃

材
を
活
用
し
た
教
材
キ
ッ
ト
の
開

発
・
販
売
」
が
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

10
組
に
残
り
、
１
月
13
日
に
東
京

大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
建

築
コ
ー
ス
の
３
年
生
５
人
。
提
案

し
た
プ
ラ
ン
は
、
県
内
の
中
学
生

に
対
し
て
、
木
材
加
工
の
過
程
で

出
た
廃
材
を
活
用
し
て
、
技
術
・

家
庭
科
授
業
用
の
教
材
キ
ッ
ト
を

販
売
し
、
高
校
生
が
授
業
支
援
を

行
う
と
い
う
も
の
。
水
俣
だ
け
で

な
く
、
全
国
的
に
も
汎
用
可
能
な

プ
ラ
ン
を
提
案
し
ま
し
た
。

ほっと
News

１月 16 日には、大会でプレゼンテーシ
ョンを行なった生徒らが髙岡市長に結
果を報告。「プレゼンテーション直前ま
で緊張したが、自分たちの思いが審査
員に伝わったと思う」などと感想を話し
ました。市長は「ファイナリストに選ば
れただけでもすごい。みんなの経験を
後輩たちにも伝えていってほしい」と話
し、水俣高校生の未来を激励しました。

人々の生活をより良いものに変えるプランや地域の課題を解決するプランなどを高校
生が考え、競う全国規模の大会です。日本政策金融公庫が、将来を担う若者の創業マ
インド向上を目的に毎年開催しています。

◆高校ビジネスプラン・グランプリ
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１・3_ 選手から直接指導を受ける小学生ら
２_ 選手と一緒にウオーミングアップ　4_
選手と PK 対決　5_ 試合で対戦　6_ サイ
ン会　7_ 六反勇治選手　8_ 黒木晃平選手
9_ 藤 本康 太 選 手 　10_ 岡本賢明さん　
11_ 参加者全員で集合写真　12_ スパイク
やユニフォームが当たる抽選会

　

１
月
３
日
に
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

で
、
現
役
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
ら
が
子

ど
も
た
ち
へ
直
接
指
導
す
る「
Ｊ
ド

リ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
が
開
か
れ
、

市
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
の
小
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
俣
出
身
の
元
Ｊ
リ

ー
ガ
ー
有
村
直
紀
さ
ん
や
市
内
の

サ
ッ
カ
ー
関
係
者
ら
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
が
毎
年
開
い
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
５
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
黒
木
晃
平
選
手（
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
）、
岡
本
賢
明
さ
ん（
ロ
ア

ッ
ソ
熊
本
ユ
ー
ス
コ
ー
チ
）、
藤
本

康
太
選
手（
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
）、六
反

勇
治
選
手（
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
）
の

４
人
が
講
師
と
な
り
、小
学
生
へ
直

接
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

選
手
ら
と
の
Ｐ
Ｋ
対
決
や
試
合

で
対
戦
し
た
他
、
ス
パ
イ
ク
な
ど
の

サ
ッ
カ
ー
用
具
が
当
た
る
抽
選
会

や
サ
イ
ン
会
も
開
催
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
、
最
後
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

Jリーガーと今年初蹴りを楽しむ　
第５回 Jドリームサッカー教室

フォトリポート

１

２

３４５

６

７８９10

11

12

新興製機株式会社
所在地　水俣市浜松町４番１０１号
設　立　昭和 46 年３月
従業員数　43 人
事業内容　水処理チェーン・一般コ
ンベアチェーンの製造
ホ ー ム ペ ー ジ　http://www.
shinkoseiki.jp  

◆
当
事
業
所
の
歩
み

　
当
社
は
、
㈱
椿
本
チ
エ
イ
ン
と
Ｊ

Ｎ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
協
同
会
社
と
し
て
、

主
に
下
水
処
理
場
に
使
わ
れ
る
水

処
理
チ
ェ
ー
ン
や
搬
送
用
コ
ン
ベ
ア

チ
ェ
ー
ン
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
椿
本
チ
エ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
で

当
社
だ
け
が
製
造
し
て
い
る
水
処
理

チ
ェ
ー
ン
は
、
腐
食
摩
耗
が
少
な
く
、

全
国
の
都
市
下
水
処
理
場
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
近
年
は
、
水
力
や
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
の
発
電
所
で
使
用
す
る

チ
ェ
ー
ン
の
製
造
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

◆
高
品
質
の
製
品
の
背
景

　
生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

使
わ
れ
る
チ
ェ
ー
ン
で
す
が
、
壊
れ

る
と
人
命
に
関
わ
る
事
故
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
当
社
は
、
椿
本
チ
エ

イ
ン
の
技
術
指
導
や
長
年
の
技
術
の

蓄
積
に
よ
っ
て
、
高
品
質
の
製
品
を

維
持
し
て
お
り
、
顧
客
の
信
頼
を
獲

得
し
て
い
ま
す
。
高
品
質
で
耐
久
性

が
高
い
製
品
を
製
造
す
る
こ
と
は
、

環
境
保
全
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
産
性
向
上
を
図
る

た
め
、
設
備
投
資
を
毎
年
行
っ
て
お

り
、
県
内
で
も
数
少
な
い
金
属
加
工

設
備
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
。

◆
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に

　
当
社
が
製
造
し
た
チ
ェ
ー
ン
は
、

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
地
に
出

荷
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
チ
ェ
ー
ン

が
開
発
さ
れ
る
た
び
に
、
設
備
投
資

や
製
造
技
術
の
習
得
が
必
要
に
な
り
、

人
材
育
成
は
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
工
場
内
の
環
境
整
備
や
働

き
甲
斐
の
あ
る
職
場
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第７巻

▼
20
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
成
人
式
で
写
真
を
撮
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
成
人

式
の
様
子
は
、今
号
の
２
・３
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
▼
新
成

人
の
若
さ
溢
れ
る
姿
に
、
数
年

前
に
成
人
式
を
迎
え
た
　
も
当

時
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
２
月

10
日
の
し
し
鍋
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、

あ
の
頃
の
引
き
締
ま
っ
た
体
に

な
る
よ
う
に
、
選
手
以
上
に
走

り
回
っ
て
取
材
し
ま
す（
笑
）藤

代
表
取
締
役
社
長

吉
田 

茂
さ
ん

藤

　暮らしの中で使われた生活用水は、
下水処理場に集められ、きれいな水と
なり、川や海に流されます。新興製機
㈱が製造している「水処理チェーン」
は、その下水処理場で使われており、
皆さんの暮らしを支えています。

（上）工場内の CNC 旋
盤。コンピューターで設
定した形に金属を加工で
きます。高品質の製品を
製造するための設備が
充実しています。

（下）球磨郡相良村にあ
る JNC 川辺川第二発電
所。その取り入れ口の
除塵機で使われている
搬送チェーンを当社が
提供しています。

▼
つ
い
に
、水
俣
Ｉ
Ｃ
の
供
用
開

始
日
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。市

外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し

て
、た
く
さ
ん
の
人
が
水
俣
に

足
を
運
ん
で
く
れ
た
ら
と
期
待

し
て
い
ま
す
。▼
　
が
運
転
免
許

を
取
っ
た
の
は
、よ
う
や
く
八
代

南
Ｉ
Ｃ
が
で
き
よ
う
か
と
い
う

頃
。当
時
の
距
離
感
が
今
で
も

抜
け
な
く
て
、ど
こ
に
行
く
に

も
予
想
よ
り
早
く
到
着
し
て
し

ま
い
ま
す
。▼
市
外
の
皆
さ
ん
、

水
俣
が
ぐ
っ
と
近
く
な
り
ま
し

た
♪ 

海
・
山
・
温
泉
・
お
い
し
い

ご
飯
、お
い
で
ま
せ
水
俣
へ
！
福

福

編 

集 

後 

記
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※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
と
き
は
☎
62
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
63
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2019年（

平
成
31年

）
 ２
月
１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
‒１
‒53　

☎
0966 ‒61 ‒1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
旭
印
刷
㈱

吉田 裕一 さん（越小場）

　
関
東
で
働
い
て
い
た
吉
田
さ
ん
夫
婦
は
、２

０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、友
人
の

す
す
め
で
熊
本
へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。も

と
も
と
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、自
分

の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
め
る
農
業
に
魅
力
を
感

じ
て
い
た
と
こ
ろ
、水
俣
の
農
業
委
員
の
人
か

ら
農
地
と
家
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、越
小
場
で

農
業
を
始
め
る
こ
と
を
決
め
た
そ
う
。現
在
、

水
俣
で
就
農
し
て
２
年
目
の
若
手
農
家
で
す
。

　
米
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、ニ
ン
ニ
ク
、大
豆
な
ど
吉

田
さ
ん
が
作
る
作
物
は
、全
て
無
農
薬
。農
薬

を
使
わ
な
い
分
、日
頃
の
手
入
れ
は
手
間
が
か

か
り
ま
す
。ま
た
、土
作
り
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、土
壌
分
析
を
行
い
、分
析
の
数
値
を
参

考
に
作
る
場
所
に
合
わ
せ
て
施
肥
を
変
え
て

い
ま
す
。「
作
物
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
勉
強
し
て
、

お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
い
き
た
い
」と
研
究

熱
心
な
吉
田
さ
ん
。作
物
を
育
て
る
楽
し
さ
や

難
し
さ
を
体
験
で
き
る
こ
と
も
農
業
の
魅
力

の
一
つ
だ
と
言
い
ま
す
。今
後
は
、ト
マ
ト
な
ど

の
果
菜
類
も
作
っ
て
い
き
た
い
と
新
た
な
挑

戦
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
野
菜
は
、主
に
鹿
児
島
県
内
に
出

荷
。市
内
の
事
業
所
や
個
人
に
も
出
荷
し
て
い

ま
す
が
、ま
だ
量
は
多
く
な
い
と
の
こ
と
。「
い

ず
れ
は
、も
っ
と
市
内
の
事
業
所
に
も
出
荷
し

て
い
き
た
い
」と
話
す
吉
田
さ
ん
。地
元
の
人

に
、新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
て
ほ
し
い

と
い
う
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　「
そ
の
土
地
に
合
う
作
物
を
見
極
め
て
、作

物
を
育
て
て
い
き
た
い
」

　
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、さ
ま
ざ
ま
な
人
の

協
力
の
も
と
農
業
が
で
き
て
い
る
水
俣
に
恩

返
し
す
る
た
め
、こ
れ
か
ら
も
愛
情
い
っ
ぱ
い

の
野
菜
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

Vol.25

「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」
は
、
水
俣
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

応援してくれる人たちに感謝を込めて

　豊かな自然に囲まれた越小場地区に暮らし
ながら、米や大豆などの無農薬野菜を栽培して
いるのは、関東から移住してきた若手農家の吉
田裕一さん。高齢化が進み、後継者不足が危惧
される農業界の次世代を担っていく吉田さんに
話を聞きました。

今の時期は、ニンニクを植えています。５月の収穫が楽しみです♪

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

【ひとくちメモ】もうすぐ節分ですね。節分に
は邪気を払い福を願う意味をこめ、豆まきや
大豆を歳の数食べる習慣があります。今回は
水煮の大豆を使ったサラダを紹介します。

★作り方
①きゅうり・にんじん・チーズはさいの
目切りで豆と同じくらいの大きさに切る。
②野菜・豆はさっと茹でて冷水で冷まし
て水気をしぼり、さらに冷蔵庫で冷やす。
③調味料は混ぜ合わせておき、野菜・チ
ーズと和えて完成！

おう
ちで

簡単
給食レシピ

今月の献立
「豆サラダ」

★材料（５人分）
大豆（水煮）
枝豆（むき身）
にんじん
きゅうり
チーズ
酢
薄口しょうゆ
油
砂糖
塩
こしょう

　　40ｇ
　　80ｇ
　　80ｇ
 　 200ｇ
　　40g
小さじ 2杯
大さじ 2杯
小さじ 2杯
小さじ 2杯
　　少々
　　少々

調
味
料
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